
●日時：2018年 7月 4日（水）14:00-16:10 

●会場：つくば国際会議場 エポカル 中ホール 200  

茨城県つくば市竹園 2-20-3／TX つくば駅・つくばセンターより徒歩 15 分／受付開始 13:30 

 

科学技術振興機構（JST）では、平成 30 年度 未来来社会創造事業の研究提案募集を開始いたしました。探索加

速型として既存の重点公募６テーマと新規４テーマ（新領域「共通基盤技術」のテーマ含む）に関する研究開発提案を

募集、大規模プロジェクト型は複数の新規技術テーマについて募集中です。また、A-STEP 事業機能検証フェーズ（第 2

回試験研究タイプ／実証研究タイプ）の公募を 7 月 11 日より開始します。これにあわせ、未来社会創造事業研究開発

提案募集テーマ説明会（未来社会創造事業全般の説明のほか、運営統括による「地球規模課題である低炭素社会の

実現」領域テーマ説明）および A-STEP 機能検証フェーズ説明会を開催いたします。 

 

＜プログラム＞ ※順番が入れ替わる場合がございます。 

●未来社会創造事業 趣旨・制度概要説明 

※公募：2018 年 6 月 12 日～ 7 月 31 日 正午〆切 

●未来社会創造事業「地球規模課題である低炭素社会の 

実現」領域 

橋本運営統括による重点公募テーマ説明・質疑 

●未来社会創造事業 個別質問対応 

 ※他の領域に関するご質問のある方も、この機会に事業担当と名刺

交換の上、積極的にご相談をお寄せ下さい。 

●A-STEP 機能検証フェーズ事業説明（7/11 公募開始） 

 

 

 

＜説明会参加お申し込み＞ 

事前申込制です。次の URL のフォームよりお申込み下さい。 

  https://form.jst.go.jp/events/mirai-briefing30/event_data/new 

   ※JST ホームページ内の「未来社会創造事業 平成 30 年度研究開発提案募集」のページ 

をご覧の上、同じページにある よりお申し込みください。 

 

試験研究（第２回） 実証研究 

大学等シーズが企業の技術的

課題の解決に資するかどうか確

認するための試験研究 

企業ニーズ解決に資する研

究で企業との共同研究に進

む為に必要な実証的な研究 

最大 300 万円 最大 1000 万円 

研究期間 1 年間／申請者:大学等研究者 

【未来社会創造事業についてのお問い合わせ先】 【A-STEP機能検証フェーズについてのお問い合わせ先】 

国立研究開発法人科学技術振興機構 

未来創造研究開発推進部（旧・研究開発改革推進部） 

      http://www.jst.go.jp/mirai/jp/ 

国立研究開発法人科学技術振興機構 

産学連携展開部 地域イノベーショングループ 

A-STEP 機能検証フェーズ（旧・地域産学バリュープログラム）担当 

       http://www.jst.go.jp/mp/ 

E-mail: kaikaku_mirai＠jst.go.jp 

 ※お問い合わせは電子メールでお願いします。 

TEL: 03-6272-4732 ※受付時間 10 時～17 時（平日） 

E-mail: mp@jst.go.jp 

【未来社会創造事業 探索加速型で公募対象となる重点公募テーマ】 

※1 課題 総額 4500 万円／3 年程度（テーマ等により多少異なります） 

●「超スマート社会の実現」領域 

・多種・多様なコンポーネントを連携・協調させ、新たなサービスの創生を可能 

とするサービスプラットフォームの構築 

・サイバー世界とフィジカル世界を結ぶモデリングと AI 

●「持続可能な社会の実現」領域 

・新たな資源循環サイクルを可能とするものづくりプロセスの革新 

・労働人口減少を克服する"社会活動寿命"の延伸と人の生産性を高める

「知」の拡張の実現 

・将来の環境変化に対応する革新的な食料生産技術の創出 

●「世界一の安全・安心社会の実現」領域 

・ひとりひとりに届く危機対応ナビゲーターの構築 

・ヒューメインなサービスインダストリーの創出  

・生活環境に潜む微量な危険物から解放された安全・安心・快適なまちの実現 

●「地球規模課題である低炭素社会の実現」領域 

・「ゲームチェンジングテクノロジー」による低炭素社会の実現 

●共通基盤領域（新領域） 

・革新的な知や製品を創出する 共通基盤システム・装置の実現 

※後日、個別相談を希望されます方は説明会後マッチングプランナー(MP)にお声がけ下さい。 

☆広域関東圏（東京・長野・静岡・山梨）担当 MP 二階堂  

☆広域関東圏（茨城）担当 MP 友田 

MP 友田よりアドバイス★未来社会創造事業説明会 

は全国で開催されます。会期の早い運営統括が登壇 

する説明会に参加するのもいいですが、公開中の運営統括メッ

セージに注視し、橋渡し人材（CD・IC・技術移転マネ等）も

交え研究提案を検討して大筋を記載、7/4 の説明会でポイン

トを確認し個別質問もしてブラッシュアップするのが効率的かも. 


